
■①被害児童の実態 

昔に比べて子どもの犯罪は７割近く減っている一方、SNSに起因する被害は高い水準にあります。 

なぜ SNS起因での被害が増えているのか？ 

それは、子どもにとっては SNS（instagramの DM等）でやりとりをした人＝知り合い 

という感覚となるから簡単に会おうとしてしまう。 

 

ネットで知り合った相手とやりとりをして実際に会う割合が高いと思いませんか？ 

大人と子どもでは感覚が違うこと、それをまず認識しましょう。 

その上で、親の管理・ルール決めをすること、これがとても大切です。 

 

■②ネット・オンラインゲーム利用のリスク 

・オンラインゲームを通して相手に性的な話をされることがあり、Instagramよりオンラインゲームの方が多い 

・性的なコメントのある Xに子どもたちが多くつながってしまっている 

・ネット依存になってしまうと、簡単にはもどれません。 

・課金 

・言葉が悪くなる 

・インターネットに一度掲載された画像は一生残る 

・メッセージも残るリスクがある 

大人は想像したら分かることかもしれませんが、これを子どもに伝えることが大切です。 

画像・メッセージを送信、アップロードする前に立ち止まって考える癖をつけること。大人も意識しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 



■③親ができること 

①②で現状を少し知ることが出来たと思います。では親ができることは何か、以下５点を実施していきましょう。 

 

◆１：現状を知る 

知らないと子どもたちに教えられません。何が流行っていて、どんな問題が起きているかアンテナをはりましょう。 

◆２：保護者が管理する 

残念ながら、犯罪にあってしまった子どもたちは、親が管理されていないことが多いです。 

子どもが不適切な使い方をした責任は、親の責任であるという心構えでルールづくりをしましょう。 

 

 

ルールの押しつけはトラブルとなる可能性もあるため、必ず子どもと話し合って決めることがポイントです。 

また使い始めにルールを決めること。あとから戻すことは難しいです。 

◆３：子どもの危機管理能力を育てる 

ニュースなどをきっかけに、いろんな機会に繰り返し話をすることで養われます。 

◆４：保護者自身もネット情報に頼りすぎないこと 

子どもの見本は親です。 

ネット情報では偏った知識になりがち。生の情報も取り入れましょう。 

◆５：心を離さないようにしましょう 

子どもと会話するときは、携帯を見ずに顔を合わせて話を聞きましょう。 

（参考・子育て四訓）  乳児はしっかり肌を離すな     幼児は肌を離せ、手を離すな 

                   少年は手を離せ、目を離すな   青年は目を離せ、心を離すな 

 


